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地
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運
賃
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ω
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積
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重
量

平
均
生
産
力
説
に
つ
い
て

祖

脇

常

犯

貨
幣
慣
筒
決
定
原
理
の
一
考
山
間

所
川
川
公
開
市
場
取
引
に
就
い
て

明
治
政
府
の
貸
附
金

設

耐

噛

噛

明

岡
民
的
産
業
ご
し
て
の
生
糸

齢

構

錦

略

地
方
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不
動
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取
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橋

一
噌
川
斗
市
士
族
の
就
産

統

計

拾

穂

抄
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い

τ
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追
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岡
純
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株
筒
指
数
じ
就
ト
て盆

~t 

川

自民

第一

株
間
指
数
己
フ
イ
ァ

V
十

1

山
山
開
銀
算
式

近
時
統
計
臨
-K
於
て
指
搬
の
研
究
が
糊
〈
昨
と
紅
っ
て
米

た
。
抑
々
指
数
は
、
組
雑
多
元
的
危
る
縦
消
訓
貌
E
綜
合
的
に

把
山
惜
し
て
、
そ
の
納
長
磁
化
を
制
制
在
る
比
率
に
裂
は
し
、
以

て
詰
経
拙
何
事
拍
車
山
湖
・
U
R
E
容
易
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
州
問
消
統
計
問
中
に
於
て
取
以
ふ
指
搬
に
は
.
物
似
指
数
・
生
副

持
政
・
賃
銀
指
政
・
が
む
相
指
政
・
株
倒
指
撒
等
柿
々
の
!
指
山
却
が
あ

る
が
、
就
小
物
似
指
数
は
椛
来
最
も
傑
く
研
究
せ
ら
れ
て
居

る
。
各
闘
に
於
て
も
物
似
指
政

E
作
成
護
去
し
て
居
る
倒
聞
は

甚
だ
多
撒
に
上
っ
て
印
刷
る
の
で
あ
る
。
然
る

ι株
似
指
磁
の
例

筑
は
漸
く
モ
の
M

刊
に
つ
い
た
か
の
川
酬
が
あ
る

b

抑
々
投
機
活
動
は
之
が
一
闘
が
消
界
に
及
町
す
彫
叩
曹
は
世
大

路
二
十
丸
砦

館
六
蹴

l叫
)， 

品
川
三
七



雑

錐

株
倒
措
置
に
就
て

で
あ
っ
て

H
亦
常
に
景
気
の
各
段
陥
の
先
臨
者
主
し
て
現
は

る
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
投
機
情
動
の
消
長
晶
君
化
を
敢
も
簡
単

に
指
示
す
る
所
の
株
似
指
政
の
作
成
は
甚
だ
騎
切
怠
る
事
で
る

る
。
最
近
統
計
撃
者
の
之
に
注
目
す
る
者
多
吉
を
加
へ
、
近
き

将
来
に
民
て
統
計
皐
の
草
一
路
嗣
閣
と
危
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
有

杭
で
あ
る
。
柑
，
来
蹴
忙
林
仙
川
内
川
砂
治
る
も
内
は
々
許
制
K仏
r
t
多

く
の
機
聞
に
よ
り
作
成
後
表
せ
ら
れ
つ
i
A

あ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
此
等
は
叫
叫
ん
ど
凡
て
甚
だ
幼
稚
た
る
指
鍬
で
あ
っ
て
撃
的

師
山
他
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
近
時
粧
消
白
後
謹
に
つ

れ
、
従
米
の
指
数
に
て
は
不
都
合
を
来
す
事
と
た
り
、
斯
く
し

て
合
制
的
な
る
株
慣
指
扱
の
礎
去
を
見
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ

る

先
づ
ア
メ
リ
カ
正
於

τは
同
町
三
回
開

E
F
2
が
彼
の
訓
想
算

式
を
用
ひ
一
九
二
六
年
よ
り
口
株
悦
指
数
を
作
成
品
目
去
し
‘
問

夜
毎
週
之
を
褒
表
し
つ
h
h

あ
る
。

亦
ス
タ

Y
F
l
F
統
計
協
舎
も
週
指
数
左
目
指
数
占
を
夫
々

護
表
し
つ
k
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
此
の
他
ロ
0
4弓
】

O

耳切

円
。
・
ル
」
か

E

2

4
。
長
づ
理
由
と
か
の
株
似
指
数
が
あ
る
が

第一一

4
九
谷

九
三
八

第
六
腕

一
五
O

此
等
は
幼
稚
怠
る
指
数
で
あ
る
か
ら
此
蕗
に
は
訟
明
を
す
る
必

要
を
認
め
な
い
。

吾
闘
に
於
て
は
東
京
株
式
取
引
所
が
そ
白
創
立
五
十
年
紀
念

事
業
主
し
て
株
似
指
数
を
裂
表
し
た
り
ω
争
以
て
悦
矢
L

と
す
る
。

い
恥
近
東
洋
紙
樹
新
報
枇
も
附

5
2
の
林
似
指
数

ι
倣
づ
て
株

I
1
1
t
p
t
Z
7
2
J予

-
C
〉

:o

E
抗
盟
主
百
ヨ

1
〆巴司」

t
z
u
t

此
く
白
如
く
株
倒
指
数
の
作
成
は
創
設
以
来
日
向
満
〈

上l

亦
之
等
の
株
悦
指
孤
も
各
々
作
成
方
訟
を
具
に
し
、
そ
の
性
質

に
も
相
古
異
同
が
あ
る
か
ら
、
此
底
ぜ
此
等
株
似
指
数
を
紹
介

批
評
す
る
事
は
意
識
あ
る
事
占
信
宇
る
の
で
あ
る
。

百
件
百
戸
東
株
取
引
所
・
東
洋
粧
消
新
報
枇
旧
三
株
慣
指
放
は

止
川
己

]
1
5
F
2
1

i
』

の
現
想
算
式
を
そ
の
基
本
の
算
式
と
し
て
居
る

の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
株
償
指
数
を
紹
介
す
る
に
営
っ
て
穣

め
ヨ
佐
官
の
瑚
想
算
式
に
就
い
て
説
明
を
加
へ
℃
置
く
必
些

が
あ
る
り
然
し
司
窃
宮
内
白
理
想
算
式
は
塵
界
に
於
て
多
少
の

異
論
は
あ
る
が
大
関
に
於
て
承
認
せ
ら
れ
た
る
算
式
で
あ
っ

て
、
近
時
抗
に
地
H
通
化
し
つ
h
あ
る
算
式
で
あ
る
か
ら
、
此
鹿

に
は
極
筒
草
に
説
明
す
る
に
止
め
る
。



司
Z
F
O
円
の
測
想
算
式
は
削
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

倒
格
捕
舵

仁
川
市
伴
×
開
削
リ

動
培
指
勘

仁
川
山
刑
x
指明十

此
の
式
に
於
て
p
什
・
仏
は
夫
々
今
期
に
於
け
る
悦
格
占
政
是

主
で
あ
り
、
九
@
口
W

は
夫
A

前
期
K
於
け
る
似
格
と
数
円
刊
さ
で

あ
る

o
E
5
0川
崎
宮
町
内
怖
の
算
式
中
j
り
此
の
湖
沼
海
北
止

咽
届
出
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
際
に
授
も
宜
嬰
な
る
波
樺
操
船
主

し
て
時
閉
持
活
試
験
主
要
素
特
設
試
験
と
を
採
っ
た
の
で
あ

る
o

時
駒
川
内
逝
試
験
と
は
今
期
に
叫
す
る
前
期
の
比
と
、
前
期

に
封
す
る
今
期
の
比
'
と
が
互
に
逝
故
に
な
っ
て
居
一
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ

k
云
ム
試
験
で
あ
る
。
要
素
特
逝
試
験
・
と
は
償
格
指
般
と

激
量
指
数
と
の
積
が
取
引
綿
僧
体
指
数
と
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ね

止
一
耳
ふ
試
験
で
あ
る
。
調
4
2
m
守
土
佐
附
す
る
場
合
に
此
の
二
つ
の

試
験
に
合
格
す
る
算
式
は
唯
ヨ
島
内
同

で
あ
る
。

の
所
謂
剛
想
算
式
の
み

此
の
却
想
算
式
は
偵
格
指
敬
に
於
て
は
今
期
と
前
期
的
取
引

雑

鍬

株
慣
指
厳
に
就
て

敢
量
在
、
数
量
指
数
に
於
て
は
今
期
f
前
期
の
取
引
似
格
を
夫

々
垣
内
】
一
四
吉
と
し
て
探
っ
て
居
る
。
故
に
此
の
四
時
想
算
式
が
用

ひ
ら
る
L
A

が
箆
め
に
は
、

取
引
慣
格
止
取
引
数
量
，
と
を
明
瞭
に

知
h

り
得
る
銘
柄
で
・
な
け
れ
ば

k
ι
ぬ
。
従
来
物
倒
指
致
の
算
定

の
場
合
に
此
の
式
が
用
ひ
ら
れ
・
泣
か
っ
た
所
以
は
寅
に
此
庖
陀

作
す
る
の
で
あ
る
。
査
し
物
使
指
数
の
場
合
に
は
取
引
倒
格
は

知
り
得
る
が
、
取
引
数
却
を
明
附
陀
知
る
は
湛
だ
困
難
で
あ
る

小
山
一
寸
お
る
。
然
る
に
株
間
指
政
の
場
合
に
は

Z
1
1
E
T
K
 

M
付

Ui--+J

勿
輪
、

取
引
数
量
も
株
式
取
引
所
忙
就
て
見
れ
ば
蒋
易
に
知
り

得
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
故
に
株
債
指
数
は
】
司

E
E
Dm想
算

式
熔
川
白
好
泊
例
で
あ
る
と
言
は
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

第

各
株
伺
指
数
の
内
容

フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
の
株
偵
指
数

て
虫llCa) 
想 A
算嶋、

式1r1
E 額
鐙様
変 準
し
た
の
で
あ
る
古1

亦
銘
有司
宜E
探
QJ 
僚
主l~

E
F
Z
は
指
数
計
算
白
瑚
想
的
型
企
L

護 主
表 し
し て
た最
の近
で 綿
あ{珂
る街
。*槙

主ド

斗
F 
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己
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巴
届
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ヨ
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雑

株
倒
相
監
に
就
て

錐

此
の
綿
倒
紙
楳
捕
は
前
越
の
要
中
高
時
逝
試
凪
聴
に
類
似
せ
る
も

の
で
あ
る
。
即
ち
選
岨
押
し
た
る
銘
柄
。
慣
格
指
数
主
教
最
指
数

v

と
の
積
が
選
禅
し
・
な
い
前
の
線
銘
柄
山
民
の
債
格
指
数
巴
等
し

く
た
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
占
云
ム
楳
単
の
取
方
で
る
る
。
勿
論
、
組

銘
柄
指
数
が
最
も
正
し
き
指
撒
で
あ
る
理
で
あ
る
が
‘

H
Z
は
非

常
な
る
時
間
企
鰐
力
止
を
嬰
し
寅
則
性
に
乏
し
き
も
の
で
あ
る

か
ら
、

φ
撒
D
代
表
銘
柄
hv
沼
恒
押
し
、
以
て
此
の
指
数
を
綿
銘

柄
指
数
民
一
致
せ
し
め
ん
と
す
る
企
て
で
あ
る
。

ヨ
ω
E
Z
は
是
に
就
い
て
甚
だ
興
味
深
き
統
計
的
研
究
吐
た
し

て
居
る
。
帥
ち
仙
は
先
づ
知
育
株
式
取
引
所
上
場
の
普
通
産
業

株
(
餓
道
公
判
叫
株
優
先
株
主
除
く
)
よ
り
檎
憤
稲
持
政
を
'
計
算

L
、
更
に
此
の
綿
銘
柄
中
よ
り
取
引
金
制
大
た
る
も
の
百
種
主

選
ぴ
之
に
依
っ
て
指
数
を
作
っ
て
悟
る
。
共
の
期
間
は
一
九

五
年
一
月
乃
至
一
丸
二
六
年
十
二
月
に
就
い
て
求
め
、

{同
月

毎
に
針
前
月
比
率
即
ち
辿
鎖
持
政
と
し
て
計
算
し
て
居
る
の
で

あ
る
。然

る
に
此
白
銘
柄
は
毎
月
白
取
引
金
額
に
従
っ
て
作
ら
れ
て

居
る
の
で
あ
る
か
ら
其
の
内
容
は
毎
月
呉
る
迎
で
あ
る
。
即
ち

第
一
一
十
九
巻

九
四

O

第

焼

五

前
期
に
あ
っ
て
今
期
に
無
い
も
む
が
あ
る
。
是
主
目
ω
7
2

は

表
返
株

(
E
Z日
)
・
と
名
付
け
て
居
る
。
亦
前
期
に
無
く
し
て

一
今
期
に
あ
る
も
の
が
あ
る
。
是
た
新
興
株
(
言
語
空

K
名
付

一
け
て
居
る
。
亦
前
期
に
あ
っ
て
今
期
に
も
あ
る
も
の
が
あ
る
。

一
是
主
幅
減
株

(
B呂
田
耳
目
)
と
名
付
け
て
居
る
。

此
白
表
溢
株
白
み
に
依
っ
て
指
撒
E
作
っ
て
見
れ
は
割
前
月

比
と
し
て
計
算
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
抽
開
似
特
指
撒

よ
り
も
小
さ
く
た
る
傾
向
が
あ
る
。
亦
新
興
林
の
み
に
依
っ
て

指
数
配
作
れ
ば
反
割
に
大
き
く
た
る
傾
向
が
あ
る
。

表
世
株
の
み
に
依
る
此
の
連
鎖
指
政
主
累
秘
し
て
見
る
と
宜

に
蹄
く
べ
宮
結
岡
市
在
侍
品
。
部
ち
債
格
指
数
に
就
い
て
は
一
丸

二
五
年
一
月
を
一

O
Oと
す
れ
ば
一
丸
二
六
年
十
二
月
白
指
数

は
紙
市
場
指
以
は
二
一
六
・
六
で
あ
る
に
到
し
て
連
鎖
累
積
指

数
は
宜
に

o
s
p
o
Q
Q
-
O
凶
と
な
る
の
で
あ
る
o
亦
新
興
株
の
み

の
指
数
は

V
U可
1
S
o
o
-
S
Y
O
Q
Q
'

と
た
る
の
で
あ
る
。
数
量
指

敢
に
就
い
て
は
棉
市
場
指
数
は
七
一
了
二
で
あ
る
に
封
し
て
、

衰
退
株
の
み
の
指
数
は

o
o
o
p
S
9
0
由
主
な
り
、
新
興
株
の
み

の
指
数
は

f
o
∞
品
ゐ

0
0・8
9
E。
・
主
た
る
の
み
で
あ
る
。
債
格



指
数
に
就
い
て
は
此
〈
白
如
吉
偏
れ
る
指
数
は
得
な
い
け
れ
ど

も
‘
品
問
ほ
嶋
市
場
指
数
は
H

河
町
与
で
あ
る
に
剥
し
て
、
衰
退
株

の
み
の
指
数
は
ど
。
・
と
な
り
、
新
興
株
の
み
の
指
数
は
u
有
印

主
た
る
の
で
あ
る
o

此
く
の
如
く
に
し
て
得
た
指
数
は
月
指
数

で
あ
る
が
、
若
し
是
を
週
指
数
更
に
目
指
政
と
す
る
た
ら
ば
、

更
に
此
の
開
き
は
大
な
る
も
の
と
た
る
の
で
あ
ら
う
。

以
上
主
以
て
見
る
に
、
新
興
林
、
衰
退
株
が
棋
抽
叩
銘
制
と
し

て
如
何
れ
れ
不
泊
首
で
あ
叶
引
か
配
知
り
件
る
の
で
め
る
。
児
に
惟

統
株
白
み
の
指
数
主
作
れ
ば
、

非
常
に
優
禿
な
る
指
搬
を
得
る

の
で
あ
る
。
是
に
璃
干
の
補
正
を
加
へ
る
と
総
市
場
指
敢
に

致
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

故
に
吋
訪
日
M
O『

は
以
上
の
研
究
に
依
っ
て
、
櫓
銘
柄
E
採
る

代
り
に
傑
楢
銘
柄
と
し
て
上
越
の
機
蹴
株
の
み
を
採
っ
た
の
で

あ
ゐ
。
以
下
彼
の
株
債
指
数
主
簡
単
に
説
明
し
ゃ
う
。

〉

坦

胃

山

山

『

H

牛
耳
吋
の
旅
情
指
撒
吋
阿
佐
立
は
花
形
株
倒
指
数
と
し

て
、
紐
宵
株
式
取
引
所
上
場
の
宜
伸
業
株
(
餓
道
会
径
株
優
先
株

主
除
く
)
に
封
し
て
、
毎
週
そ
の
週
間
の
取
引
額
D
最
高
怠
る

株
五

O
極
の
花
形
株
(
〉

2
5印

E
n
r
)
を
選
鐸
し
、

そ
の
中
よ

雑

能

株
倒
樹
脂
に
就

τ

り
機
拍
開
株
の
み
を
採
っ
て
是
に
者
干
の
補
正
を
加
へ
て
指
激
主

作
成
し
て
腐
る
。
此
の
指
数
は
一
九
ご
六
年
の
平
均

E
一
0
0

止
す
る
噛
閉
鎖
指
数
で
あ
る
。
勿
論
算
式
は
現
想
算
式
を
用
ひ
て

居
る
の
で
あ
る
。
債
格
指
般
の
み
を
稜
表
し
、
載
H
H
指
数
は
費

表
し
て
居
左
い
。
更
に
利
姐
指
数
を
質
表
し
て
居
る
o

目
見
は
新

興
株
衰
退
株
主
も
加
へ

τ
上
の
五

O
積
の
株
を
以
て
計
算
し

て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
花
形
株
倒
指
数
は
取
引
者
指
撒
占
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

K
叩

h
u
b
'
p
u
ド
〉
J
L
H
b北
町

J
b
'
a
o

auh刈
d
f
J
市
小
U
4
a，
叫
甥
↑

J
d
d

ヨ
5
2
は
是
に
劃
し
て
現
存
せ
る
株
白
桁
撤
と
し
て
投
資
者

指
数
占
呼
ば
れ
る
も
の
を
稜
表
し
て
居
る
。
此
山
指
数
は
紐
育

株
式
取
引
所
に
上
場
せ
ら
る
t
A

跨
業
株
二
五
O
種
山
一
定
銘
柄

よ
り
作
成
し

資
行
現
在
株
数
を

dZFbMm
と
し
て
居
る
の
で

指指
数 数
ιつを
恒 算ー
質 lil 九
と すこ
し A 之玉τ
て君主F

P矧問主
A2dゐ右
目 E ー

な m 0 
るひ(コ
故 てと
に居し
Jlt る
ωω 算
算で式
式あは
をる 1J目
問。重

ひ此縄
て白和

あ
る
。

差
支
へ
が
無
い
の
で
あ
る
。

目
、
ス
タ
ン
ダ

ド
統
計
協
曾
の
株
憤
拘
邸

批
の
指
数
は
投
機
界
橡
見
の
矯
め
の
指
数
で
は
た
く
し
て
、

第
二
十
丸
巻

第
ノ、

統

宜

丸

四

Fish町同身四株情相監を説明せる着帯η童話に Fisherに直接間合せ τ詑
明を書いて居る所由来芹紐関新報~ 1362 ~'自 136] 貌・「我が枇の新株倒指町」
に曲る.
H. Dwight Comer目 Measurementof Stock Prince!i and Stock Values. 
(Journaf of the American Statistical. A3~lociatiion ， Maτch 1929') 
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雑

錐

株
倒
指
般
に
就
て

過
去
の
債
格
の
臨
時
動
を
油
官
民
測
定
せ
ん
事
を
目
的
止
し
て
作

成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
指
撤
作
成
虻
首
っ
て

。3c司
F
2
4
を
そ
の
根
本
概
念
・
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
指
数
に
は
遡
指
放
と
目
指
激
と
の
こ
積
が
あ
る
。

}
 

a

遡
指
数
此
の
週
指
政
は
純
育
株
式
取
引
所
及
そ
の
他

(
 

白
取
引
所
陀
上
場
せ
ら
る
る
銘
柄
巾
よ
り
三
一
一
一
種
の
織
道
株
主

-
一
一
五
科
む
八
叫
ゐ
林
ー
と
-
一
一
ご
閃
租
の
蕗
諜
林
，
r
「
合
計
二
-
九
ご
誌

の
株
を
選
出
し
克
巳
此
等
を
納
分
類
し
て
各
々
指
蚊
を
作
成
し

て
居
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
指
数
は
純
来
の
林
慣
指
数

の
如
〈
陀
慣
格
指
数
の
み
?
あ
る
。
倒
格
は
合
眼
目
白
一
最
終
値

・
と
し
て
採
っ
て
昂
る
。
故

段
を
採
り
、
強
行
株
数
を

Zh問
Z

忙
同
日
『
作
】
吋

の
投
資
甘
指
敢
に
設
首
ず
る
指
数
甘
あ
る
。
而
L

で
各

E
柄
は
一
丸
二
六
年
の
平
均
を
夫
々
一

C
Cーとし、

上t
"f-l 

を
求
め
て
之
主
平
均
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
(
算
式
は
知
る

や
得
た
か
っ
た
が
多
分
加
草
算
術
平
均
で
あ
ら
号
。
)

〉b

目
指
数
此
の
指
数
は
日
日
聯
勤
し
つ
h

あ
る
市
場
の

上
り
良
き
反
映
在
ら
し
め
ん
が
常
に
作
成
吐
ら
れ
た
る
指
蚊
で

あ
る
り
探
川
銘
柄
は
遡
指
数
に
採
用
せ
し
銘
柄
中
よ
り
二

O
粧

第
二
十
丸
山
唖

九
四

第
六
披

E 
四

の
餓
道
株
、
二

O
種
の
公
訴
株
、
五

O
種
。
産
業
株
合
計
九

O

積
の
銘
制
で
あ
る
。
計
算
方
法
は
迦
指
数
の
場
合
・
と
同
様
の
過

程
を
行
っ
て
居
る
。
唯
目
指
数
山
場
合
に
は
H
L
陀
属
す
る
平
均

利
姐
を
求
め
て
居
る
。
此
の
利
廻

E
算
定
す
べ
き
銘
柄
は

H
指

数
作
成
に
鈴
川
せ
し
九

O
峠
聞
の
銘
柄
E
m
U
て
居
る
白
で
あ

る。

c
、
東
京
株
式
取
引
所
の
株
似
指
数

東
京
株
式
取
り
財
の
株
似
指
放
は
、
品
伸
悦
大
指
数
'
と
花
形
株

慣
指
数
ル
」
利
廻
指
数
占
の

=4砲
の
指
政
よ
り
成
っ
て
腐
る
。
以

ん下
古qaJII&i
1誌を
め株迫
比倒ム
作犬て
成指説
、』数明
らす
tL 1ft る
たの。

も 指
の政
で は
あ 市E
る若手。U)

流

課
況
を
7f之

さ

此
の
指
数
は
辿
鎖
法
に
よ
る
司

Z
5
の
珂
想
算
式
に
依
つ

て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
営
然
倒
栴
指
数
・
と
敷
品
市
指
数
と
の

種
の
指
数
が
あ
る
。
吉
見
は
大
正
十
年
一
月
を
以
て
し
是
を

。
。
占
ず
る
。

探
別
銘
柄
は
収
京
株
式
取
引
所
長
期
取
引
上
場
銘
柄
主
主
と

し
此
の
中
よ
り
可
及
的
に
多
数
の
株
を
採
っ
て
居
る
。
更
に
閃

小林新.株f目指政設計l'就いて.;(庇京株式取引所由1I立 E十年組念.株 f酉指

魁")W.京株主皿引所 I 株倒捕監目(車)
• 



取
引
所
の
貨
物
取
引
の
株
の
巾
の
重
要
な
る
も
の

E
も
採
っ
て

居
る
。
続
期
取
引
は
全
然
考
慮
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
更
に

亦
大
阪
株
式
取
引
所
上
場
の
長
期
‘

短
期
、
買
物
取
引
銘
柄
中

に
て
東
京
株
式
取
引
所
の
分
と
し
て
採
用
せ
る
以
外
白
株
に
し

て
重
要
た
る
銘
柄
を
採
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
く
の
如
く

に
し
て
得
た
る
三
三
一
種
の
候
補
銘
柄
中
よ
り
共
山
台
枇
白
性

質
内
容
司
業
続
、
株
式
の
流
通
欣
況
等
佐
考
暗
し
て

i¥ 

簡
の
株
主
浬
探
し
亡
届
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
一
一
八
一
泊

の
株
主
大
分
知
九
種
、
小
分
類
二
六
種
に
細
分
し
、
株
M
m
犬
指

数
の
副
産
物
・
と
し
て
此
等
の
分
類
指
数
を
も
作
成
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
此
の
分
相
指
数
に
依
っ
て
各
企
業
類
別
の
景
況
を
知

ら
し
め
ん
止
す
る
の
は
此
の
指
般
の
特
色
で
あ
る
。
然
し
小
分

類
に
五
つ
て
は
採
用
銘
柄
が
非
常
に
小
政
止
な
る
を
活
れ
た
い

か
ら
、
此
の
小
分
類
指
数
忙
大
在
る
期
待
を
置
く
の
危
険
た
る

事
を
設
計
者
自
身
附
言
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

2
日
間
]
戸
内
'
と
し
て
採
る
敷
設
は
、
東
京
株
式
取
引
所
に
就
い
て

は
長
期
受
賞
高
陀
貨
物
質
民
高
を
加
へ
た
も
の
で
短
期
は
考
成

し
て
居
た
い
。
大
医
株
式
取
引
所
に
就
い
て
は
原
則
之
し
で
長

雑

株
倒
指
置
に
就
て

録

期
費
賀
高
を
採
り
特
殊
の
も
の
は
短
期
賀
民
高
を
採
っ
て
居

る
。
宜
物
質
回
雲
閣
は
考
慮
に
入
れ
て
居
な
い
。
此
く
の
如
く
に

東
京
と
大
阪
と
に
よ
っ
て
採
用
範
闘
の
相
違
を
見
る
の
は
、
同

市
場
白
欣
況
の
相
遣
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。

慣
格
止
し
て
採
る
相
場
は
原
則
と
し
て
長
期
清
算
取
引
の
先

物
平
均
相
場
で
あ
る
。
長
期
市
場
に
上
場
せ
ら
れ
ぎ
る
銘
柄
は

貨
物
値
段
を
何
時
り
、
長
期
卜
場
銘
柄
に
し
て
相
場
不
成
立
の
場

合
に
は
官
物
値
段
よ
り
或
る
公
式
主
用
ひ

τ招
算
し
て
居
る
の

で
あ
る
。

時
期
は
一
限
月
を
車
位
止
す
る
。
大
正
十
四
年
五
月
迄
は
一

限
月
は
一
仰
円
で
あ
っ
た
が
、

N

以
後
改
正
せ
ら
れ
て
二
十
日
限

月
と
た
っ
た
。
是
が
亦
一
件
び
改
王
せ
ら
れ
て
昭
和
四
年
四
月
よ

り
一
個
月
限
月
主
た
っ
た
。
此
の
指
敢
に
採
る
単
位
も
勿
論
此

の
各
L
R

白
時
朋
に
於
け
る
改
正
せ
ら
れ
た
る
限
月
に
依
っ
て
居

る。
株
偵
指
数
に
特
有
の
問
題
と
し
て
、
配
山
品
落
、
概
利
落
、
増

資
、
減
資
E
如
何
に
調
節
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
東
京
株
式

取
引
所
は
、
此
等
は
金
隈
よ
り
見
る
時
は
小
苫
〈
口
H
Z
K
相
殺

第
ニ
十
九
巻

第
六
蹴

ヨZ
王

九
四
三



雑

錐

株
倒
指
齢
制
に
就
て

ず
る
傾
向
も
あ
り
、
亦
調
節
せ
ざ
る
事
陀
依
っ
て
東
京
犬
阪
以

外
の
取
引
所
を
除
外
し
た
需
に
起
る
偏
差
も
相
殺
す
る
事
に
な

る
の
で
あ
ら
う
占
一
宮
ム
概
括
的
た
る
理
由
民
依
っ
て
、
亦
一
M
L

は
手
織
の
繁
雑
を
越
〈
る
翁
に
、

一
切
調
節
を
行
は
ぬ
事
に
し

るがて
o 1;，t居

但 fC .{) 

取銘銘
!)I 制し
所理少
が ;~i~ く
株由主
は場も
茜合増
だに資
草ヨ!;: I亡
華客抑輩}

11: :~"す
しのる
て~，影
且の響
警はの
株除み
と外を
のし越
値てけ
鞘尉ん

も
少
量
矯
め
此
の
除
外
例
L

と
し
て
採
用
し
て
居
る
。

)
 

b

花
形
株
償
指
数
此
の
指
数
は
株
式
投
機
執
の
消
長
艶

(
 

化
hv
察
知
せ
ん
が
矯
め
に
作
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、

株
債
六
指
披
よ
り
も
鋭
敏
な
る
岨
型
化
を

-mす
。
然
し
此
の
指
散

は
債
格
指
数
白
み
で
あ
る
。

採
用
銘
栖
は
増
資
に
依
る
影
響
を
越
け
ん
が
震
め
に
東
京
株

式
取
引
所
新
株
及
び
犬
阪
株
式
取
引
所
新
株
主
除
い
て
は
皆
嘗

株
主
漣
ん
で
居
る
。
而
し
て
質
問
民
高
の
最
も
旺
盛
な
る
事
E
最

も
重
要
な
る
選
揮
標
準
と
し
て
他
の
種
々
の
鮎
を
考
指
し
つ
h
A

東
西
耐
市
場
上
り
十
種
の
株
を
選
ん
で
居
る
。

-u
自
の
と
し
て
は
大
E
十
年
一
月
乃
至
同
十
二
年
六
月
の

第
ニ
十
九
巻

九
四
回

解
穴
崎
郡

一
五
六

O
個
月
の
平
均
を
採
っ
て
居
る
か
ら
、
由
同
礎
定
礎
法
で
あ
る
。

場
空
間
宮
は
取
引
額
一
億
闘
を
車
位
占
定
め
E
首
該
A
V
業
白
内

あ
る
。

容
を
考
臆
し
て
之
に
齢
的
を
加
へ
て
居
る
。
卸
ち
攻
の
如
〈
で

日久漣大館館

本原野旦叫l

石観洋逼紡
抽業訳縮制柄

斑

完王霊呈 iiEE
垣
内

【同

一.::=. .::::::回目耳

銘

柄

斑

買

欄

司

空

白

苫

百
由
同
月

日
l
y

却

材

料

去

一

日

魯

融

業

回

盃

司

一

日

情

操

粉

宗

一

斑

株

新

宅

一

元

-

一

也

大

株

新

王

A-一
副

此
の
恒
常
的
場
町
高
宮
は
大
正
十
五
年
上
期
乃
至
昭
和
三
年
よ

期
の
長
馴
資
質
額
よ
り
計
算
せ
し
も
の
で
あ
る
。
此
白
調
宮
崎
吉

の
合
計
五
三
左
る
に
劃
し
て
東
株
新
が
そ
の
牛
数
以
上
の
二
七

賞
算
術
平
均
で
あ
る
。

を
占
め

τ居
る
事
は
甚
だ
注
意
す
べ
き
献
で
あ
る
。
算
式
は
加

慣
格
は
長
期
先
物
相
場
の
み
骨
採
り
特
定
の
株
に
つ
き
東
西

雨
市
場
の
中
重
要
な
る
方
白
市
場
。
債
格

E
用
仏
て
居
る
。
配

常
落
、
櫨
利
落
、
増
資
-
減
資
に
封
す
る
調
節
と
し
て
は
特
別

の
方
法
を
樽
じ
で
は
居
な
い
が
、
調
節
の
必
製
な
る
場
合
に
は



類
似
の
他
の
株
主
暫
時
世
き
換
へ
る
か
亦
は
勝
来
日
誌
に
修
正
を

加
へ
る
事
と
し
て
居
る
。
線
"
も
取
引
所
株
に
封
し
て
は
全
然
此

の
方
法
に
よ
る
調
節
は
不
可
能
で
あ
る
。

c

利
廻
指
数
株
倒
犬
指
数
及
び
花
形
株
傾
指
撤
の
他
に

克
に
利
姻
指
数
を
澄
表
し
て
居
る
。

走
に
傑
刷
ず
る
銘
柄
は
株
憤
指
政
に
採
り
し
一
八
一
一
極
の
中

よ
H
一
Q
O湿
世
煙
樺
L
、
日
院
に
た
分
細
小
分
類

E
施
し
て
繍

指
数
、
大
分
類
指
敬
、
小
分
納
指
数
の
三
翻
を
作
成

Lτ
居
る

の
で
あ
る
。

d
s
?と
し
て
は
大
正
十
年
よ
り
大
正
十
五
年
ま
で
の
七
二
個

月
の
平
均
を
採
っ
て
居
る
か
ら
、
同
様
に
庚
礎
定
礎
法
で
あ

る
。
算
式
は
配
常
確
定
利
廻

E
車
純
算
術
平
均
し
て
尉
る
の
で

あ
る
。

D
、
東
洋
経
治
初
説
祉
の
株
慨
指
払

吋
花
形
株
償
指
撤
此
の
指
政
は
株
式
に
閥
f
る
投
機
活

動
の
盛
衰
主
投
も
よ
〈
表
は
し
且
躍
に
依
っ
て
産
業
凶
作
の
景
況
を

最
も
敏
速
に
反
映
せ
ん
事
を
目
的
と
し
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
指

数
で
あ
る
。

調
査
純
闘
は
資
料
蒐
集
の
便
宜
上
、
東
京
株
式
取
引
所
k
場

銘
柄
の
み
と
し
、
月
賞
物
取
引
短
期
取
引
は
全
然
是
を
除
外

雑

量量

株
価
指
針
に
就
て

し
、
唯
長
期
清
算
取
引
白
み
を
封
象
と
し
て
居
る
白
で

b
る。

而
し
て
是
よ
り
金
融
閥
係
株
式
は
此
の
指
数
白
目
的
よ
り
し
て

除
外
せ
ら
れ
て
居
る
。
亦
取
引
所
株
は
特
別
な
る
性
質
主
有
ず

る
も
の
で
あ

p
、
且
取
引
高
が
甚
だ
多
倒
に
上
る
出
向
に
よ
っ

て
此
の
指
数
の
中
に
は
包
含
せ
し
め
中
別
に
指
数
主
作
成
し
亡

居
る
の
で
あ
る
。

慣
格
は
先
物
大
引
値
段
(
又
は
故
格
値
段
)
の
平
均
を
採
る
事

止
し
、
数
量
此
由
H
…
貝
せ
ら
れ
た
る
株
数
配
採
っ
て
射
る
。
銘
柄

一
決
定
は
古
島
町
の
糊
悦
絡
標
準
に
依
っ
て
胎
品
。
帥
ち
取
引

金
額
放
大
な
る
株
二

O
極
E
湿
び
是
よ
り
機
蹴
株
の
み
主
取
っ

て
指
数
を
作
る
。
故
に
東
洋
経
済
新
報
祉
の
株
倒
指
数
は
一
種

の
花
形
株
償
指
数
で
あ
る
。
時
制
は
大
正
十
三
年
一
月
よ
り
大

正
十
四
年
五
月
迄
は
一
個
月
限
月
、
夫
よ
り
昭
和
四
年
三
月
迄

は
二
十
日
限
月
、
夫
以
後
は
捌
間
指
数
と
し
て
護
表
し
て
居
る

の
で
あ
る
。
遡
附
指
放
に
改
め
た
る
事
は
産
業
界
の
景
況
を
最

も
敏
速
に
反
映
せ
し
め
ん
主
す
る
此
の
指
数
の
目
的
及
び
東
洋

経
済
新
報
が
遡
刈
な
る
事
主
よ
り
向
で
た
る
事
で
あ
る
。

算
式
は
出
島
司
の
理
想
算
式
を
採
り
、
連
鎖
指
数
を
累
乗

し
て
指
披
E
作
成
し
て
居
る
白
で
あ
る
o

連
側
指
数
に
す
る
事

に
よ
り
内
容
銘
柄
。
捷
更
の
境
夏
、

ZM同
『
"
に
健
在
る
事
の
利
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制長

主主

林
倒
拘
般
に
就
て

が
あ
る
。

は
大
正
十
三
年
一
月
を
一

O
Oと
す
る
。
耐

し
て
似
怖
指
数
主
政
坑
指
数
を
作
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

増
資
、
減
資
、
配
wW弘
、
椛
利
落
に
制
し
て
は
次
の
如
き
制

飾
方
法
を
と
る
。
印
ち
増
資
に
到
し
て
は
梯
込
後
の
株
悦
よ
り

捕
込
向
。
松
川
主
減
じ
て
指
批
を
作
り
、
減
資
に
封
し
亡
は
例

へ
ば
釘
二
株
が
耕
一
株
と
な
っ
た
場
合
に
は
H
L
E
二
分
ナ
る
と

一
再
ム
方
訟
を
鵡
じ
て
出
る
。
飢
首
詐
州
刑
務
に
到
し
て
は
川
町

営
落
又
は
椛
利
活
に
た
っ
た
日
山
相
場
忙
共
の
却
の
配
制
金
制
酬

を
加
へ
H
L
と
帥
白
も
の
と
を
比
較
す
る
事
と
し
て
居
る
。
之
は

正
碓
度
主
依
く
請
は
兎
れ
た
い
が
、
た
は
全
然
知
一
服
す
る
よ
り

は
便
っ
て
胎
る
と
設
計
討
は
辿
べ
て
居
る
。
此
等

ω調
節
は
也

鈎
法
に
依
っ
て
属
る
勾

ι唯
一
一
同
だ
け
行
へ
ば
充
分
で
あ
る
。

此
く
の
加
〈
調
簡
を
し
て
行
く
と
指
倣
は
漸
次
上
騰
す
る
傾
向

が
あ
る
鴻
め
に
、
此
の
制
的
在
全
然
行
は
た
い
所
の
東
京
株
式

取
引
所
の
株
似
指
数
に
依
っ
て
到
に
全
酬
加
に
一
旦
っ
て
調
印
す
る

の
で
あ
る
。
即
ち
千
均
的
な
上
騰
傾
向
E
消
去
す
る
の
で
あ

旬。。)
 

い
平
均
叫
廻
指
数
此
の
指
数
は
花
形
株
倒
指
数
を
作
成

す
る
場
合
に
活
躍
せ
し
二
十
個
株
の
表
込
株
初
阻
(
株
主
も
合
め

て
共
白
羽
象
止
す
る
。
勿
論
無
配
・
繰
越
の
場
合
に
は
そ
の
株

σ凶
mmw

第
二
寸
九
谷

L
H唱
す

J
J
Hト
J
J

第
J

ハ
抗

〆、

は
除
外
せ
ら
れ
る
。
配
出
率
は
約
牛
年
位
前
の
も
白
を
用
ム
る

の
で
あ
る
か
ら
配
首
落
、
権
利
落
等
の
前
仰
を
行
ふ
に
は
及
ば

な
い
の
で
あ
る
。

tt-; 

各
株
樹
指
数
に
劃
す
る
批
一
許

)
 

い
フ
イ
シ
ャ
ー
の
株
川
知
撒
の
抗
許

目的
7
2
の
制
作
悦
抗
政
巳
ニ
大
川
純
と
も
約
t
ら
る
ミ
附
仰
は
、

彼
の
珂
組
算
式
主
総
M
M
額
標
準
占
を
日
L

に
肱
川
し
た
る
賄
と
、

法
措
銘
柄
を
純
育
市
場
の
産
業
株
(
側
道
公
訴
株
及
び
低
先
川
杯

P
除
く
)
に
限
っ
た
献
と
で
あ
ら
う
。
前
二
陥
に
就
い
て
は
あ

た
か
も
株
倒
指
政
が
此
の
二
つ
の
併
究
肱
川
の
故
好
泊
例
で

b

る
震
め
に
彼
の
株
的
指
数
は
撃
的
倒
似
の
砧
だ
向
き
も
の
主
危

っ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
却
想
算
式
に
於
て
、
問
問
格
指
数
主
政

M
指
数
と
の
二
つ

に
分
け
て
居
る
趣
旨
は
、
川
剛
山
首
せ
ん
在
す
る
日
盟
副
主
悦
格
に
於

け
る
帥
盟
副
主
数
量
に
於
け
る
初
動
と
に
分
析
し
そ
の
料
理
助
の
原

悶
を
究
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
故
に
阿
川
格
指
数
と
数
社
指
数
と

並
び
存
ず
る
事
に
よ
り
始
め
て
伎
の
却
想
算
式
の
目
的
と
す
る

所
は
越
せ
ら
ア
h

の
で
あ
る
n

然
る
に
司
H
m
F
3

の
株
倒
指
数

民
於
て
は
債
特
指
数
の
み
を
後
表
し
て
数
量
指
数
を
護
表
し
て



居
な
い
。
故
に
同
阿
佐
司
の
四
想
算
式

ω趣
旨
よ
り
し
て
、
数

量
指
敏

E
護
表
せ
ざ
る
迎
山
の
奈
過
に
作
す
る
か
は
了
併
に
古

し
む
別
で
あ
る
。

b

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
統
計
協
曲
目
の
株
州
国
指
数
の
批
評
、

(
 

此
の
指
数
山
特
徴
ー
と
す
る
所
は
総
指
数
り
他
に
各
分
削
指
数

を
作
成
せ
る
射
と
州
四
球
は
日
山
知
宮
辿
だ
短
矧
川
を
間
半
付
・
と
吐

る
鮪
で
あ
ら
う
υ

此
の
二
鮪
は
株
似
指
数
作
成
K
品
川
崎
っ
て
参
考

L

と
す
べ
き
拙
で
あ
る
。

此
山
北
批
は
恋
/
山
科
ν
和、

z
i
d一二!と
L
E
州
る
か
ら
町
山
I

U
7
0

円
の
投
資
者
指
数
に
首
る
指
数
で
あ
る
か
ら
、
本
論
忙
於

て
辿
ぷ
る
他
山
指
数
と
は
異
な
れ
る
性
質
を
布
す
る
も
の
で
あ

る
事
は
詫
意
ず
べ
き
で
あ
ら
う
。

従
来
の
林
倒
指
政
は
凡
て
始
ん
と
比
率
の
半
均
配
求
め
た
る

指
数
で
は
無
く
し
て
、
唯
単
に
株
の
倒
絡
を
皐
純
算
術
千
均
し

た
も
の
で
也
だ
幼
杭
止
る
指
数
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
統
計
協
自
の
株
似
指
数
は
比
率

ω
平
均
で
あ
る
鮪

と
4
0占
Z

E
附
し
て
居
る
脳
と
そ
の
保
川
銘
柄
の
多
数
在
る

黙
と
に
於
て
従
来

ω
幼
杭
な
る
指
数
に
勝
つ
て
は
居
る
が
、
此

の
指
数
U
E
m
F
E
の
指
放
に
比
す
れ
ば
劣
っ
て
居
る
の
で
あ

る
。
此
の
持
政
は
従
来
の
幼
稚
た
る
株
似
指
数
占
自
己
百
円
の

雑

鋭

持
伺
指
鍛
に
就
て

指
般
の
知
き
高
等
な
る
指
数
止
の
巾
川
に
位
す
る
指
政
で
あ
っ

て
湖
波
的
地
位
に
あ
る
指
政
で
あ
る
の
で
あ
る
。
放
に
此
の
指

数
は
合
判
的
在
る
株
倒
指
政
，
と
し
て
推
す
に
は
込
ら
な
い
。

〕C

東
京
株
式
取
引
所
の
株
似
指
搬
の
批
評
、

(
 

此
白
指
数
は
分
知
指
数
を
作
成
せ
る
拙
に
於
て
ス
タ
ン
ダ
l

l
統
計
合
似
の
指
数
に
矧
似
し
、
株
例
大
指
数
に
於
て
叫
川
山
算

式
を
川
U
て
居
る
制
に
於
て
同
E
M
Z
の
指
敢
に
知
似
し
て
居

る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
二
4
4
E
参
考
ー
と
し
て
設
計
せ
る
桁
政

で
め
h
r
J
4
M心

υれ
り
や
り

此

ω指
数
に
於
て
株
倒
大
指
数
と
花
形
林
似
指
数
と

ω
ニ
似

の
指
故
主
作
成
し
て
居
る
地
首
は
明
か
で
な
い
。
設
計
者
は
一
苫

《
「
外
似
大
指
数
の
如
く
ド
ツ
シ
リ
と
し
た
指
蚊
の
他
に
花

形
株
削
指
政
の
如
き
便
利
な
る
指
数
を
一
再
々
」
主
。
然
し
便
利

・
と
一
再
ム
事
は
指
数
は
何
札

ω指
撤
に
し
て
も
哨
一
一
仰
の
数
字
で

あ
る
か
ら
製
作
内
に
劃
し
て
は
一
耳
は
れ
る
で
あ
ら
う
が
利
用
者

に
射
し
て
は
意
味
な
き
一
育
業
で
あ
る
。
亦
之
を
製
作
者
側
よ
り

見
る
に
猪
を
い
と
は
ー
干
し
て
大
指
数
を
作
成
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
唯
便
利
な
り
占
云
ム
鮎
よ
り
云
へ
ば
此
の
上
に
花
形
株

悦
指
蚊
を
作
成
す
る
ほ
決
し
て
使
利
で
は
な
い
。
出
m
F
2
が

花
形
株
倒
指
数
を
作
成
し
た
る
現
山
は
犬
拓
故
主
作
成
す
る

第
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雑

録

株
倒
拍
般
に
就
て

時
同
と
努
力
主
主
節
約
し
、
而
か
も
大
指
蚊
と
同
等
の
悦
値
E

H
止
に
持
た
し
め
ん
、
と
す
る
所
に
あ
る
の
で
あ
る
。
亦
此
の
二
個

の
指
蚊
が
そ
の
性
質

E
異
に
す
る
故
に
同
有
が
必
誕
紅
り
と
云

ふ
な
ら
ば
夫
に
到
し
て
は
次
白
如
く
一
五
ム
事
が
山
来
る
。
四
ち

此
の
二
削
の
指
数
は
万
一
に
そ
の
算
式

ZM叫
宮
及
び

g
z
主

具
に
し
比
較
性
に
足

L
直
結
は
起
だ
沿
憾
で
わ
る
が
、
川
正
を
強

い
て
即
政
の
位
比
較
し
て
見
品
在
町
花
形
株
似
指
敷
山
方
山
川
村

々
拡
一
怖
を
大
・
と
す
る
だ
り
で
あ
っ
て
、
特
に
此
の
耐
指
数
作
成

主
必
裂
と
す
る
理
山
を
食
見
し
左
い
。
以
上
主
以
て
見
る
に
東

京
株
式
取
引
川
が
抹
川
田
大
指
離
と
征
形
株
悦
指
数
白
岡
指
数
E

作
成
せ
る
事
は
労
多
く
し
て
功
少
し
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。

弐
に
銘
柄
泣
搾
の
鮎
K
M川
い
て
は
、
投
仙
世
界
は
費
動
量
恥
ま

り
川
町
…
き
を
共
の
特
徴
主
ず
る
も
山
で
あ
る
に
制

ι宇
一
定
銘
柄

を
採
川
す
る
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
。
投
機
田
仲
山
事
情
自
ら
鑓
化

し
現
在
の
銘
柄
に
て
は
不
都
合
E
t却
す
時
明
到
来
し
た
る
時
に

は
如
何
た
る
方
法
主
取
る
で
あ
h
Rっ
か
。
若
し
一
時
期
を
淵
し

て
共
の
銘
柄
生
場
延
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
後
の
指
敬
は
非
同
仰

性
E
快
〈
事
に
な
る
惚
れ
が
存
す
る
の
舌
あ
る
。

尖
に
ぎ
、
空
間
Z
に
就
い
て
も
M
様
円
四
山
に
上
っ
て
必
を
一

定
に
す
る
危
険
の
大
な
る
を
憎
れ
る
。
而
も

d
g
o
h
Z
合
計
五
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コ
一
た
る
に
封
し
て
束
株
新
が
モ
の
牛
数
以
上
白
二
七
を
市
め
て

居
る
事
は
花
形
株
似
指
数
山
愛
酬
を
し
て
殆
ん
左
京
株
析
の
漣

勅
に
依
存
せ
し
め
る
唱
に
な
る
。
京
株
新
の
叫
提
川
削
も
投
機
外
の

雛
動
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
背
日
辿
の
時
江
於
て
は
J

升
支
へ
は
蜘
…

い
が
京
株
新
が
誠
賞
、
増
設
、
村
利
落
、

mA引
阿
古
川
等
白
原
凶
に
よ

り
叫
盟
副
在
来
し
た
る
時
に
は
大
い
に
不
都
札
口
E
山
本
す
事
と
危

J
i
z
-
-
f
i
t
-
L
川
【
|
「
之

i
l
}
{
-
f
!
?
i
E

/
z
d
n
t
v
p
H耐
由
H

や
り
山
川
が
社
肌
正
作
w
p
l
」
し
一
引
川
引

し
て
居
る
事
は
此
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